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【緒言】
京都府では令和5年度から、京都の食文化や高い栽培技術と最先端技術を融合し、農林水産業を含む食関連産業の課題解決を目指した京都ならではのフード
テックの取組として「京都フードテック構想」に取り組んでいる。
健康長寿のために食事が重要であることは、多くの研究によって確認されている。私たちの身体は、栄養を適切に摂取することで正常に機能し、健康を維
持することができるため、フードテックの取組は健康成就を実現するものとして期待される。
食事が健康に与える影響は多岐にわたるが、特に糖尿病の研究を行うことが重要である。糖尿病は、血糖値のコントロールが不適切になることで起こる病
気であり、慢性的な高血糖は様々な健康問題を引き起こす。食事は血糖値に直接的な影響を与えるため、糖尿病がある人だけでなく、予防や管理の観点か
らも食事の重要性が高まっていまる。
また、健康長寿にかかわる重要な要素として、年齢が高い人での虚弱性・フレイルが注目されている。フレイルは、日本老年医学会が2014年に提唱した概
念で、「Frailty（虚弱）」の日本語訳である。健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態のことを指す。フレ
イルの概念の重要な要素に、適切な治療や予防を行うことで要介護状態に進まずにすむ可能性がある。
フレイルと関連する重要な要素にサルコペニアがある。サルコペニアとは高齢になるに伴い、筋肉量が減少していく現象であるが、糖尿病などの疾患も筋
肉量の減少に関与することが明らかとなっている。
このため京都府立医科大学大学院医学研究科内分泌代謝内科学教室では、動物実験のみならずヒト試験を実施し、糖尿病のみならずサルコペニア・フレイ
ルの研究を継続して実施している。
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PHGGによるサルコペニアの抑制
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動物モデル・ヒト試験において
抗サルコペニア効果・抗フレイル効果を中心に
リピドーム・メタボローム解析を適応することで

食品機能の機序解明を行っている
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「オンライン固相誘導体化ＳＰＥ－ＧＣ／ＭＳシステムを用いた生体試料中代謝物の分析法の開発」
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